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資料２－４第５回プルトニウム混合燃料に関する懇談会で出された質問等

区 分 質 問 事 項 専門家等説明で述べられた関連事項など 懇 談 会 の 意 見

① どうしても原子力に頼らざる （メモで出された質問等資料のとおり）
を得ないのか。ＥＳＳ事業など （第５回懇談会で中国電力口頭説明）
代替策はないのか。

② 高レベル放射性廃棄物が本当 （第１回懇談会中国電力説明資料のとおり）
に低減されるのか。 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）

③ プルサーマルを実施した場合 （第５回懇談会で中国電力口頭説明）
果たして２０％～４０％のウラ （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
ンが節減できるか。

④ ＭＯＸ燃料はウラン燃料より （第５回懇談会で中国電力口頭説明）
かなり割高と言われている。短 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
期、中期、長期的に見た場合、
経済性はどうなのか。

⑤ 現行の電気料金には、核燃料 （第５回懇談会で中国電力口頭説明）
サイクルのバックエンドコスト （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
が含まれているが、ＭＯＸ燃料
に係る費用は含まれていない。
この関連性を解説していただき
たい。

⑥ 中電のプルサーマルの必要性 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
の説明は、国の政策に対して答
えている。国民のために安定的
に供給するために本当に必要な
のか。電力枯渇があるのか。
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区 分 質 問 事 項 専門家等説明で述べられた関連事項など 懇 談 会 の 意 見

⑦ 中電は４０％の節約になると （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
説明がある一方、１４％の節約
しかならないという意見がある
。この差はなぜ出てくるのか。
これを解明してもらいたい。

⑧ プルサーマルが国民、地域住 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
民にとってなぜ必要なのか。

⑨ 中電のプルサーマルの説明は （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
メリットばかり前面に出て、デ
メリットは隠れているのではな
いか。

⑩ 高レベル放射性廃棄物は減る （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
というが、減るものがあれば増
えるものがあると思う。増える
ものはどのようなものがあって
、どれくらいの量が増えるのか
その点のデータが知りたい。

⑪ 地震にどれだけ耐えれるのか （第６回懇談会中国電力資料のとおり）

⑫ 海上を含むテロ対策のような （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
警備、安全対策はどうなってい
るのか。
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区 分 質 問 事 項 専門家等説明で述べられた関連事項など 懇 談 会 の 意 見

⑬ 通常のウラン燃料の場合と、 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
２号機でＭＯＸ燃料を使った場
合の各級の放射性廃棄物の量に
変化があるのか。また、新たな
ものが入ってくるのか。それら
についてはどのような処理を考
えているか。

⑭ 同じ数字でも一方は安全、一 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
方は危険という意見がある。参
与の見解を伺いたい。

⑮ 中電の研修体制を伺いたい。 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
信頼関係とかコミュニケーショ
ンも含めて。

⑯ 燃料にムラができるという話 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
があるが、どういう品質管理が
行われて、どういうチェック体
制が整えられているか。

⑰ 定期安全管理審査について、 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
島根原発２号機はＢランク、玄
海原発はＡランクだった。この
評価結果の違いは何か。

⑱ 中電の全体的な確率論的な安 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
全評価の考え方と、それに基づ
いた安全目標があれば教えてい
ただきたい。その際、ウランと
ＭＯＸ燃料の場合、どういうと
ころが違うか。
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区 分 質 問 事 項 専門家等説明で述べられた関連事項など 懇 談 会 の 意 見

⑲ テロ対策の関係で、行動計画 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
、アクションプログラムをつく
れという話があったと思うが、
公表できる範囲で説明してほし
い。

⑳ 使用済燃料は、発電所内にど （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
のような状態でどのくらい保た
れ、その後どのように処分され
るか。

21 プルサーマルを２号機で計画 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
することに特化して、要検討項
目議論のためのたたき台に係る
資料を提示していただきたい。

22 プルサーマルは、ウラン燃料 （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
を燃やすより経費がかかるのか
どうかに関しては、そのことが
消費者に影響するのであれば、
ちょっと問題である。

23 国際的にも国内的にも実績が （第６回懇談会中国電力資料のとおり）
あると評価されている一方で、
突如としてプルサーマルが取り
上げられたという意見がある。
実績はあるとみて良いのかどう
か。
実用炉に至るステップとして

妥当か。


